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下大和田が「自然共生サイト」に認定されました 

ちば環境情報センター 副代表 小田 信治 

 下大和田が、令和８年６月 30日付で「自然共生

サイト」に認定されました。 

（環境省報道発表）

https://www.env.go.jp/press/press_05186.html 

自然共生サイトとは 

環境省では、民間の取組等によって生物多様性の

保全が図られている区域を「自然共生サイト」とし

て認定する制度を令和５年度から開始しました。令

和７年４月には、この制度を法制化した「地域生物

多様性増進法」が施行されています。 

今回は、本法に基づく令和８年度第１回認定とし

て 56か所が認定され、全国の自然共生サイトは合

計 610か所となりました。 

 

自然共生サイトが目指すこと 

 2022年 12月に開催された生物多様性条約第 15回

締約国会議（COP15）において、2030 年までの世界

目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」が採

択され、2030年ミッションとして「生物多様性の損

失を止め反転させる」すなわち「ネイチャーポジテ

ィブ（自然再興）」が掲げられました。このネイチ

ャーポジティブは、COP10（2010年）の愛知目標で

目指してきた「生物多様性の損失を止める」ことか

ら、さらに回復軌道に転じさせるという強い決意を

示した考え方です。また、2030年までに陸と海の

30％以上を健全な生態系として保全する「30by30

（サーティ・バイ・サーティ）」目標が設定されま

した。これを実現するには、国立公園等の保護地域

だけでなく、民間が生物多様性保全に取り組む地域

にも広げる必要があります。これは OECM（Other 

Effective area-based Conservation Measures）と

呼ばれ、自然保護地域ではないが、生物多様性保全

に実質的に貢献している地域を差し、国際データベ

ースに登録します。この OECMとして登録する候補

地を認定する制度が「自然共生サイト」です。 

 

 

下大和田では何が評価され認定されたのか 

下大和田では、2001年 6月から谷津田プレーラン

ド・プロジェクト（YPP）として、25年間、自然観察

会、ゴミ拾い、森の管理、稲作等の活動を通じて谷津

田の豊かな生物多様性の維持に努めてきました。そ

の結果、2023 年 3月に千葉市レッドリストでは絶滅

とされていたアカギツネが、35 年ぶりに確認されま

した。また、植物 291種、鳥類 35 種、哺乳類 10種、

昆虫類 293 種が確認され、千葉市内ではここでしか

見られないサンショウモをはじめ、多くの絶滅危惧

種が確認されています。自然共生サイトの申請では、

増進活動実施計画書（維持タイプ）にこの活動の内容

や希少生物の生育・生息状況等について記載してい

ます。 

下大和田は環境省の「生物多様性保全上重要な里

地里山」と「生物多様性の観点から重要度の高い湿

地」、（公財）日本生態系協会 の「関東・水と緑のネ

ットワーク拠点」に選定され、「千葉市谷津田の自然

の保全に関する要綱」よる活動協定締結地となって

います。なお、活動協定締結地の地権者の皆様を訪問

し、自然共生サイト登録への承諾書に署名・押印をい

ただきました。 

 

特定非営利活動法人 

図．線で囲んだ範囲が自然共生サイト認定区域 

自然共生サイト登録地（面積 1.97ha） 

 

http://www.ceic.info/


有識者による認定審査委員会では、「総合的に調和

のとれた活動」と高く評価され、その旨が事務局の

（独）環境再生保全機構から通知がありました。 

 

自然共生サイト認定証授与式 

７月 29 日午後、さいたま新都心合同庁舎１号館に

て、自然共生サイト認定証授与式が開催されます。そ

の様子等については次号で報告します。 

 

水辺の彷徨譚 

千葉市稲毛区 新井 桂二 

 今年の内水面(河川や湖沼)生物・水質調査は、馬

鹿正直に調査申請をしようとしたところから始ま

る。 

2026年４月２日、私は利根川から江戸川は分かれ

る所(これを分波部というらしいが)に立っていた。

北緯約 36.1度・東経約 139.7度、ここは既にチーバ

君の鼻先ではない。茨城県猿島郡五霞町山王、ここ

に郵便物を出す人がいるかは知らないが郵便番号も

ある(〒306-0302)、れっきとした茨城県である。 

千葉県内の調査に限っていたのに、何でこんなこ

とになってしまったのかというと、一昨年の調査中

に体力の衰えを感じ、まだ元気なうちに遠くから調

査を終えなければ、千葉県全域の周年調査を完遂で

きないと感じたからだ。そこで昨年は銚子市・南房

総市南部・印旛沼・手賀沼の内水面を調査し、今年

は東庄町・旭市・南房総市北部・館山市・そして野

田市を選んだわけだ。昨年の銚子市で初めて市への

申請というものを行った。それまでは漁業権の無い

河川が中心だったので必要が無かった？のだ。幸

い、快く丁寧に対応いただき、簡単に手続きは終わ

った。同様にして、本年度の東庄町・旭市の溜池に

ついても同様に簡単に手続きが済んだ。 

これに味を占めて、野田市関宿まで２時間近く車

を走らせてやってきたわけだが、GoogleMapでは走れ

るはずの道路は進入禁止、仕方なく関宿城址公園に

駐車して歩いて分流部に向かう。途中、建設省の看

板があり、申請を促す内容。そこで国土交通省の担

当に連絡すると、「まあ採水だけなら････」とのこ

と、勇んで分流部に向かうと、この看板。ここまで

来てこれはないよと思いつつ、本当の先端は写真に

収め、採水は利根川・江戸川各々この看板から 20ｍ

程下流で採水した。本当の先端で採水することには

あまり意味を感じなかったからだ。後日、２度目の

訪問は台風直後で、写真にある堤防部は完全に沈水

し、ハクレンが沢山跳ねていた。また、不思議なも

のでわずか 20ｍ下流でも水質は大きく違った。 

さて、ここまでは旅情豊かな？紀行文であるが、

ここから彷徨譚の名のごとく、私の無能さを露呈す

るさまよいが始まるのである。    （つづく）

 

 

子どもが自然とゆたかにかかわるために 

大人がしなければならない事を考える その３ 

～農村はどのようにつくられたか～ 
子どもと自然学会 船橋市 岩田 好宏 

農村はどのようにつくられたか。そのひとつの例

として君津市台倉をとりあげて考えてみました。子

どもが農作に取り組むのは、その自然とのゆたかに

かかわるための、必須の基礎活動と考えます。また

その一環として農作・農村の成り立ちを学ぶ機会が

必要であると考えます。 

写真 1. 分流部先端 

写真２. 注意喚起の看板（分流部先端） 



台倉は、南東は清澄山から北西は石射太郎山まで

つらなる房総丘陵の最北端にあった集落です。すぐ

西側には九十九谷をはさんで鹿野山があり、標高

200m ほどの尾根の端にありました。河野さん・山

岸さんの 2 世帯 3軒の、農業と薪炭業を生業として

いた人たちの集落でした。1960 年代になって薪炭

業が成り立たなくなって、まず山岸さんが離れ、間

もなく息子さん家族が下山して河野とらさん一人と

なりました。しかしその河野とらさん(老女)も、

1976 年に麓の息子さん家族と合流し、台倉という

人里は消滅しました＊。 

河野さん、山岸さんの先祖がいつ頃この台倉を農

山村として拓いたかわかりませんが、屋敷のすぐ外

にあった墓石に「享保」という字が読みとれました

から、江戸時代中期以前と推定できます。その時ど

のように開拓作業を進めたか、一つの推定をしまし

た。 

はじめに尾根の比較的平らで広い場所を探し、そ

こに生えていた草木を切り払い、整地して屋敷・家

屋と畑をつくったと思います。それから北向き以外

の急斜面の谷筋にあたるところの草木を切り払い、

整地し、水が溜まるようにして棚田をつくったので

はないかと思います。またところどころに畑もつく

ったようです。1960 年代の航空写真には、3筋の棚

田がみられました。そして周辺の森林の樹木を伐採

して製炭をするようになったと思います。 

台倉を地域の一つとみた時、農村の基本構造がど

のようなものかわかります。農村は、耕作地と道

路、そこに住む人たちを一体としたものを基本とし

ています。田畑のないところは農村ではありません

が、また田畑があってもそこで農作をもとにした農

業を生業として生活する人が住んでいなければ農村

とはいえません。通常農村にみられる寺社がなく、

ため池や川がなくても、そういえます。台倉の人た

ちは、水田は、梅雨期に入って天水がたまると田植

えをしたと聞いております。筆者も一度だけそうい

う場面をみました。台倉は、炭の卸、醤油などの購

入などの他の地域の人たちと交流しながら、独立体

として存在し、住んでいた人たちは生きてこられま

した。また銘の入った墓石があったことは、享保期

の台倉に人たちは、それが可能だったほどのゆとり

があったとみることができます。 

＊：河野とらさんが山をおりる 1976 年夏、習志

野市立習志野高校の生徒と東京の早稲田実業高校の

生徒によって結成された「房総自然の会」は、台倉

を中心に自然活動を展開しましたが、その折岩田が

河野とらさんと「台倉での暮らし」について対談し

ました。その録音したものは、早稲田実業高校の生

徒が文章化し、岩田が整文化して次に収めました。 

岩田好宏.2004.千葉県生物的自然の人為的変化

(在来生物相の変化).『千葉県の自然誌 本編 8 

変わりゆく千葉県の自然』497-516 

なお、とらさんの息子さん家族がいなくなった家

屋を借りて、東京大学、東京農工大学などの学生や

研究者が中心になって「房総自然博物館」を設立

し、房総の自然と人についての調査・研究を進めて

いました。高校生たちは、ここを活動基地にしまし

た。 

 

 

 

新浜の話 101 ～貴州菜園と八戒飯店～ 
千葉県野鳥の会 市川市 蓮尾 純子 

清水課長のアイデアに反対したことがあります。

保護区の中の実生木や木の実をポット苗に仕立てて

市民に配り、育ててもらおうというもの。その前、ど

んぐりをたくさん拾って来られた方とポット苗を作

り、玄関に置いたら、持って行く方がけっこうおら

れ、苗はすぐ捌けてしまいました。行徳はマンショ

ンが多く、住民の多くは集合住宅で暮らしておられ

ます。実生苗ならいくらでも作れますが、大半は常

緑樹で、美しい花や食べられる実がつくわけではな

く、おまけに大きく育つものも多いのです。育てて

大きくした木を持って来られても、植える場所があ

りません。ベランダの大木は邪魔になるばかり。と

てもお勧めできません、とお断りしました。 

表.君津市台倉における農村形成 

立地 植生 はたらきかけ・改変 利用

1 尾根の比較的平らなところ 常落混交広葉樹林 → 伐採・整地 → 屋敷・家屋・畑

2 近くの斜面の谷筋 落葉広葉樹林 → 伐採・整地 → 棚田・一部畑

3 その他 常落混交広葉樹林 → 伐採・整地 → 薪炭林



 

友の会メンバーは、毎月第２日曜の「新浜探鳥会」の日、探鳥会後に

運営会議をやっていました。その後、スタッフもまじえて、行徳駅との

中間あたりにある中華料理店「貴州菜園」で食べたり飲んだり、という

のがお決まり。NPO 法人となり、スタッフも忙しく、こうした飲み会もな

かなかできなくなりましたが、送別会や歓迎会、各種お祝いなどは貴州

菜園が定番。美味しいお料理に良心的なお値段、みなの楽しみでした。 

一方、観察舎スタッフのごひいきのお店も。今は介護センターの「愛

ねっと」になっていますが、新浜通りに面した「八戒飯店」です。丸々と

した豚の置物が飾られた一見ふつうのラーメン屋さんなのに、お料理は

本格派の中華。お値段は良心的すぎて、スタッフで忘年会をした時など、

「安すぎ。計算が間違っているのじゃない？」とお勘定を見直してもら

ったことも。餃子やレタスチャーハン、鰻チャーハンなどのお味は忘れ

られません。ただし、このお店の欠点も。ぱぱっと手軽にラーメンをす

する、という感じで来店しても、ともかく時間がかかります。何しろ出

て来るのは本格中華料理なのですから。そのためか、いつ行ってもがら

空き。もうひとつ、コース料理には他の店と特段の差がなく、友の会の

メンバーにはあまり受けがよくありませんでした。 

スタッフの忘年会等の集まりは八戒飯店が定番で、ある年、お店から

わざわざ電話で予約の案内がありました。この時も楽しく飲食して、奥

さんが「ビールの樽、二つ空になったよ」と喜んでおられました。中国

に行った時にみなで作った「明日があるさ」の替え歌「拝容明天」を、お

店の人もいっしょに大合唱したのはこの時だったか。 

年明け早々、すぐお隣、ライオンズマンションの土屋國江さんが「八

戒飯店、閉店しちゃったわよ」と。スタッフ一同大ショック。お店のが

ら空き具合を知っていたので、いつこの日がくるか、ずっとはらはらし

ていたのですが。たぶん中国に帰られたのでしょうね。お元気でおられ

るでしょうか。 

もうひとつ、楽しみにしていたのは、当時のダイエー（今はソコラ）

の中にあったレストラン、ポプリンハウスの「びっくりパフェ」。大げさ

に言えば、小さいバケツくらいのサイズ、大人６～８人前くらい（もっ

と多い感じだった）のパフェで、たしか 1,500 円。孫 4 人の息子一家と

嘉彪と私で、１つ頼めばじゅうぶん満足したものです。ある時（まだ春

浅く寒かった）、３，４人で食べに行ったら、大食漢の山口まこちゃんが

一緒ではあったものの、嘉彪が「２つ」注文して、自分は食べずに帰っ

ちゃった、ということが。１つでもじゅうぶんすぎたのに。もう、泣き

そう。 

もう 20年近く昔のことですね。スイーツにまつわるのに、ちょっとし

ょっぱい思い出です。 

 

 

 

 

 

あなたも入会しませんか

住所〒                        

ふりがな
氏名              Tel         

  

E-mail                         

 

【発送お手伝いのお願い】ニュースレター2026年 ８月号（第３４８号）の発送を 8月10日（月）10時

から千葉市民活動支援センター（千葉市中央区中央２-５-１ 千葉中央ツインビル２号館９階) にておこな

う予定です。お手伝いいただける方は小西 090-7941-7655）までご連絡ください。 

編集後記： 1 面の記事にもありますが、6 月 30 日に下大

和田の田んぼと森が「環境省自然共生サイト」に認定され

ました（計画名：千葉市下大和田谷津保全活動実施計画

～リスの棲む森 いのちのにぎわいとつながり～）。     

下大和田の環境と生きものたちの貴重性が、国レベルで

認められたことになります。私たちの認識は今までと変わ

りはないのですが、これからも「谷津田の自然」を守る活

動を続けていきましょう。          mud-skipper  

ＮＰＯ法人ちば環境情報センターのニュースレターは、リサイクルペーパーを使用しています。  

 

会費の郵便振替口座は 00130-3-369499 です。 
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下大和田・小山町谷津田だより －2026年 ７月 No.293号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田の活動＞  

第318回下大和田 YPP「田の草取り」 2026年６月 ６（土） 晴れ  

今年の田の草取りはとても楽でした。冬の間からこの日までにしっかり水を入れていたためか雑草はとて

も少なかったのです。ここでいう雑草とはムツオレグサ、コナギ、オモダカ、ヘラオモダカ、イヌビエなど

です。まだ小さく、しかも今回、雑草取りをしましたので、ますます稲は元気に、雑草は少なくなるでしょ

う。嬉しかったのは貴重種のサンショウモの生存を確認できたことです。この田んぼの隅にいました。草取

りを終えた後に子どもたちで谷津田運動会「雑草バケツ投げ込みゲーム」を行いました。もう一方の作業は

森の手入れでした。駐車場に利用する森の入り口付近の樹木を片付けました。途中から田の草取りを終えた

人も合流してにぎやかに森の作業をしました。この日は我々がいる間、ホトトギスの鳴き声が谷津田になり

響いていました。  参加者１８名（大人１２名、大学生２名、小学生３名、幼児１名）報告：平沼勝男 

 

第317回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い   2026年６月 ７（日） くもり       

最初オオヨシキリが盛んに囀っている谷津田を歩きました。一面ガマでおおわれていましたが、雄花の花粉

がパンの材料になるとの話を聞き参加者から「へ～」という声が上がりました。田んぼにはサンショウモやた

くさんのホトケドジョウも観られて、改めてここが貴重な環境を維持していると実感しました。 

森に入ると、観察路はヌルデやアカメガシワ、アズマネザサが伸び放題。植物の成長力に驚かされました。

相変わらずあちこちでガビチョウが大きな声で鳴いていました。サンショウの実を味わったりして今回も楽し

い観察会になりました。参加者１９名（大人１３名、大学生１名、小学生４名、幼児１名） 報告：田中正彦 

                   

臨時草刈りと階段の補修  2026年６月１３（土）晴れ  

この日は森の観察路を中心に、刈払い機で草刈りをしました。田んぼの方は、先日の草取りのおかげで、鏡

のようにきれいになっていましたが、観察路の植物は梅雨の雨をたくさん吸って、鬱蒼としていました。日中

は汗がべたつくほどの陽気で、熱中症に気をつけながら作業を行いました。道路から広場に上がる階段の一つ

を補強しました。斜面に杭を打ち、土留めの板を差し込んで土を入れる単純なつくりですが、杭を打つのも土

を入れて踏み固めるのも重労働です。私も掛矢(杭を打つための大きな木槌)を持たせてもらいましたが、とん

だへっぴり腰でまだまだ修行が足らんなと思いました。参加者５名（大人４名、大学生１名）報告：鈴木郁也 

① 森と水辺の手入れ「森の階段づくり」と② 第 17回 下大和田ヘイケボタル観察会 報告：平沼勝男 

2026年６月２１日（日） ①15:00～17:30, ② 18:30～20:00 くもりのち晴れ 

① この日の森と水辺の手入れは、次のホタル観察会とつなげるため、午後 3時スタートにしました。 

森の手入れは階段作りです。毎月第一日曜日に開催される自然観察会のコースの中で、森の中で台地に上る

場所が難所となっていたので階段を設置しました。階段と言っても杭を２本打ち、間に土留めの板を入れる，

この連続の簡単なものです。完成には至りませんでしたが、登りやすくなりました。田んぼの方では、南側の

畦が崩れ、水位が下がっていましたので修復しました。再び満水となり素晴らしい田んぼになりました。 

参加者６名（大人４名、大学生１名、小学生１名）  

② 恒例の下大和田谷津田ホタル観察会を行いました。大勢の人が集まってくれました。中には懐かしい顔ぶ

れも、また初めての方もいました。この日は夏至という事でなかなか暗くなりません。日没時間は 18時 58分。

19時を過ぎても暗くなりません。おかげでスタッフからたっぷりとホタルの説明と、用意してきたウミホタル

手にして光らせる実演もできました。19 時 30 分頃になりようやくホタルが出始めました。時間を追うごとに

だんだん増えていくと思っていたら、たいして増えません。例年よりかなり少ないようです。恐らく気温が低

いことが原因と思います。今年の梅雨は気温が低めで過ごしやすいのはいいのですが、ヘイケボタルには低か

ったようです。それでも、風がないためゆらゆらと浮遊する光の幻想的な夜を楽しみました。 

参加者２３名（大人１３名、大学生３名、中学生２名、小学生３名、幼児２名） 

 ＜小山町の活動＞ 

☆あすみが丘小学校田んぼ草取り  2026年６月１２日（金）くもり  

田んぼの作業は、まずはあすみ田んぼをぐるっと取り囲んで、稲の生長とどんな雑草が生えているかの観察から

スタート。小さかった苗が大きく生長していることを確認したあとは田んぼに入って草取りをしました。稲と稲の

間を 1 人 1 列ずつ任されて、歩きながら雑草を取って丸めては泥の中に埋め込んでいきました。みんな一生懸命作

業していました。自然観察では田植えの時にたくさんいたオタマジャクシがちびガエルになっていたり、新しく羽

化したトンボを見つけたり、梅雨の季節の発見がいっぱいでした。        報告：江澤芳恵・高山邦明 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



☆大椎小学校田んぼ草取り  2026年６月１７日（水）晴れ  

田植えから 1か月、稲がグンと生長しましたが、その脇で雑草も伸びはじめているので田んぼに入って草取

りをしました。田植えの時の感触を忘れてしまって、最初は足が泥に触れるのに抵抗がある子がたくさんいま

したが、すぐに慣れて腰をかがめてがんばって草取りをしてくれたのですっかりきれいになりました。途中イ

ネの間から 8センチくらいある大きなアカガエルが出てきてみんなで追いかけて捕まえました。自然観察では

5 ミリくらいのコオイムシの幼体や豆粒くらいの貝の卵塊を見つける子どもたちの観察眼にびっくり。保護者

の方々をはじめとしたボランティアは田んぼの周りの草刈りをしてくださり、とてもすっきりとした田んぼに

変身しました。                                   報告：高山邦明 

☆第 246 回 小山町 YPP「古代米の田植え・田んぼの草取り」 ６月１４日（日）くもり＆２１日くもり 

残っていた古代米の田植えのため、14日に急遽集まって黒米と緑米を植えました。田んぼにはコナギが芽ばえて

いたので最初にレーキがけをして草取りをしながらの田植えでした。21日は主に田んぼの畦の草刈りをしました。

隣接する休耕田に密生するマコモやアシは刈払機で刈りましたが、草やぶの中にイノシシのけもの道ができていて

草刈りがイノシシ防除に大切なことを実感しました。参加者：14日 大人３名・21 日 大人４名 報告：高山邦明 

【谷津田・季節のたより】 2026年 ６月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 
6/ 6 キビタキ、ウグイス、シジュウカラ、ヒクイナ、ホオジロ、ホトトギスのさえずりで谷津田はにぎやか。ガビチョウも盛んに鳴く。

他にセグロセキレイ、ダイサギ、カワセミ、ツバメを見かける。トンボでは、田んぼにシオカラトンボ、水路にニホンカワトンボ。 

6/14 オオヨシキリ盛んに鳴く、他にガビチョウ、ホオジロ、ウグイス、シジュウカラ、ホトトギス、ツバメ。トンボでは、ノシメトン

ボ、アキアカネ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボ、ニホンカワトンボ。 

6/28 台風 7 号 8 号が去ったあと、下大和田は大雨の影響もそれほどなく、川の水位は高い状態でした。ウグイス、オオヨシキリ、ホト

トギスのさえずり。特にホトトギスは盛んでした。ヒクイナは警戒音を出していました。長雨が続いたせいか、田んぼに生えるオモダ

カの花にベニシジミとモンシロチョウが吸蜜していました。トンボではアジアイトトンボの連結ペア、オオシオカラトンボのメスが田

に来ていました。ミスジマイマイなどのカタツムリも活発でした。 

＜小 山 町＞ 報告 高山邦明 
6/ 1 カノコガをよく見かける 6/ 2 クリやヤブカラシが咲く、ムラサキシキブの花にクマバチが多数訪れる。 

6/ 4 斜面林でミズキやケンポナシが咲く 6/14 キジのメスが子ども 5 羽を連れていた 6/16 アキアカネが羽化、久しぶりのカワセミ

が田んぼに来ていた 6/19 コガネグモが大きな円網を張っていた、イネの間でアジアイトトンボが飛ぶ 6/20 ガビチョウがサシバの

鳴きまねの“ピックィ～”、ビロードハマキ(蛾)を見かける、マイコアカネが羽化 6/22 幼鳥らしいオオヨシキリが 2 羽飛ぶ、メスの

ホトトギスの姿を見る、キイロスズメバチがヤブカラシの花を訪れる、ハンショウゲ、オモダカ、ネムノキなどが開花 6/26 オオアオ

イトトンボやコノシメトンボが次々と羽化、ナツアカネを初めて見る。  

【イベントのお知らせ】主  催：ＮＰＯ法人  ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞  連絡先：小西 TEL.090-7941-7655  ,  E-mail  ：  yatsudasukisuki@gmail.com 

・お楽しみ会      ※７～８月の「森と水辺の手入れ」と「森の手入れ」は猛暑のため実施しません。 

日 時：2026 年 ７月２５日（土） １０時 00分～１２時  

内 容：普段活動している谷津田で、魚採りやザリガニ釣りなどを楽しみます。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、運動靴、軍手、帽子、飲み物、あれば手網,バケツ.午後まで活動する方は弁当、敷物 

・第 319 回  観察会とゴミ拾い   
日  時：2026 年  ８月  ２日（日）  ９時 45分～１２時    雨天決行 
内  容： こどもたちの大好きなカブトムシやクワガタムシ、トンボやセミなど夏の虫の季節です。真夏の太陽 

の下、都市部よりちょっぴり涼しい木々の森と谷津を巡ります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物    参加費：100 円 

・第 319 回 下大和田ＹＰＰ「かかしづくり」 
日 時：2026 年 ８月 ８日（土） ９時 45分～１４時 雨天中止   

内 容：竹を切り出し、田んぼの守り神のかかしを作ります。 
持ち物：かかしに着せる古着、長袖長ズボンの服装、長靴、軍手、帽子、ゴミ袋、飲み物、弁当、敷物。 

参加費：ちば環境情報センター会員以外 300円、会員は無料（小学生以上） 
＜小山町谷津田＞  連絡先：高山  E-mail：ceic.ypp.oyama@gmail.com 

▼第  247 回  小山町  YPP「田んぼの草取り」   田んぼの草取りや畦の草刈りをします。 

日  時：2026 年  ７月１１日（土）  ９時～１２時  ☆小雨決行 

場  所：小山町谷津田（千葉市緑区） 

持ち物：田んぼ用長靴（もしあれば）・防水手袋・飲み物 

☆どなたでもお気軽に参加いただけます。初参加も歓迎です！参加のご希望、お問い合わせは、上記メールでご連絡下さい。 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 

 


